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●鳥取県の中部に位置する倉吉市は東部と西部のちょうど中間地点となり

東部・西部から車で約１時間の県内全域から来訪しやすい位置関係である。

●倉吉市にある鳥取県立厚生病院は、東部にある県立中央病院とともに

地域のがん医療の核となる『地域がん診療連携拠点』であり、地域に

密着した専門病院であるため治療で来院する患者が多い。

そのため、がんに影響を受け心のケアを必要とする方も多いと思われる。

地域特性

★
Casa della pace

・山陰労災病院

〇県立中央病院

・生協病院

・赤十字病院

・市立病院

〇厚生病院

・野嶋病院◎鳥大医学部

・博愛病院

・医療センター

●院内の相談サロンはもとより、医療関係者や有志の方で

がんサロンやがんカフェが開催されているが、東部や
西部で不定期開催であり、中部地区では開催が無いなど心の

拠りどころとなる場所の不足が懸念される。

大きなソファで
お迎えします

広いウッドデッキで
ゆっくりお茶が
できます

↑
entrance

Room1

お一人でも
セミナーでも
利用できます

Room2

お一人でも
セミナーでも
利用できます

Room3
ワークスペース
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がんに影響を受けるすべての方のための場所

◎都道府県がん診療連携拠点（県内で中心的役割を担う）

〇地域がん診療連携拠点（各地域で中心的役割を担う）

・がん診療連携拠点病院に準じる

がんを患っていても人として自分らしく生きていくために。第二の患者が介護やサポートから一時離れ

心の平安を取り戻せるように。来訪者が必要とするサポートを随時行っていく。

●サポートプログラムの一例

☞Ｃａｓａ定期交流会
・治療中の方向け：毎月第１木曜、第３土曜

・がんに影響を受ける全ての方向け：毎月第２火曜、第４日曜

出入り自由・聞くだけ話すだけＯＫ・もちろんどちらもＯＫ

☞栄養士による『食欲がないときのおいしい時間』
～少しの量で栄養とカロリーを摂れる時短料理～

Room1

Room2

Room3

other

サポートプログラム サポートプログラム

free

Y様

free

free

展望
●ＮＰＯ法人としてセンター長と職員を配置し、医療や介護従事者、保健師や介護士、

カウンセラーなど（すべてＯＢを含む）ボランティアをつのり協力を仰ぐ。

●中部地区には鳥取看護大学と倉吉総合看護専門学校があり、生徒のカウンセリング実習の

場となることが期待されるとともに上記のボランティアと コミュニケーションを

取りながら、カウンセリングを含む医療や介護に関する技能と知識を深めることも期待される。

日本の現状 鳥取県の現状
●生涯でがんに罹患する日本人は２人に１人という高い割合になっている。併せて、患者本人を

支える家族や友人知人など、影響を受ける人数は数倍に膨れあがる。各病院に相談機関は存在して

いるが院内のため患者の大きな気分転換を望むのはなかなか難しい。

●家族や友人知人は『第二の患者』とよばれ、患者の介護に集中するあまり弱音を吐けなかったり

看病だけでなく諸処の問題に直面しなければならないなど、患者と同じかそれ以上にストレスに

さらされていると思われる。

ここ倉吉市巌城の地に、医療や介護のプロフェッショナルが常駐し、病院とも家とも離れた場所にある

『やすらぎの家』でがんと向き合い、癒しと心の平安を得る場を提供することをコンセプトとする。


